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1．はじめに                                  

1. 共働事業の目的・概要 

 

 
福岡市経営支援課とNPOグローバルライフサポートセンター（以下、「グローバルライフサポートセンター」

という。）の共働事業の目的・概要は上図の通りである。 

この事業が提案された背景、事業の具体的な内容について、以降の見出しで説明する。 

「企業の人材不足が解消される。」 

「外国人が安心して働ける労働環境」 

・多くの企業が外国人を受入れている。 

・企業が外国人雇用に関する正しい知識を持ち、労使

トラブルがない。 

・既に外国人を雇用している企業の外国人材活用ノウ

ハウを共有する。 

・外国人労働に係る在留資格に関する法令知識を共有

する。 

・企業へのアンケート、ヒアリングによるニーズ調査 

・セミナーによる情報提供 

・外国人材受入れロードマップの提供 

目指す状況 

取組方針 

具体的取組 

目指すもの 
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2. 共働事業提案の背景 

 

 

 平成30年10月、入管法改正案が閣議で決定し、平成31年4月に政府によって改正入管法案が施行された。 

この頃から「外国人住民との共生」が身近な話題として挙がるようになり、企業が人手不足の解決策として、

外国人材を受入れることを検討しやすい状況になりつつあった。福岡市でも、コンビニや飲食店で外国人従業

員が働く姿をよく見かけるようになった。 

 それに併せて、グローバルライフサポートセンターへ市民・企業から寄せられる相談の内容も、生活中心の

ものから、「働くこと」に関連したものが急増した。中でも、「企業が人手不足の解決策として外国人材を雇

用したものの、在留資格等に関する知識不足が原因で労働者とトラブルが発生したケース」や「外国人材を紹

介する紹介業者と企業がトラブルになったものの、企業がどこに相談すればよいか分からず対応が遅れたケー

ス」という事例が目立った。このようなトラブルを放置すると、労働者である外国人が職場を離れ、再就職も

難しく、失踪やオーバーステイ1、ひいては日本在住外国人の貧困問題へ繋がることが懸念される。企業側と

しても、人手不足の状態が解消できない。 

                                        
1 オーバーステイ：不法滞在。この場合、許可されていた在留期間の更新をしないまま在留期間が切れ、不法滞在となってしまうケース
が考えられる。 

在留資格等の専門知識がある。 

外国人や企業から労働や雇用の相談を 

受けている。 

多くの企業・市民へ広報できる。 

企業の人材確保支援を行っている。 

外国人と企業の間の雇用トラブルを未然

に防ぎたい！ 

人材不足に悩む企業へ外国人材という選

択肢を情報提供したい！ 

外国人材の雇用に関する正しい法令知識や雇用ノウハウを 

企業へ広めたい！ 

という点で一致 
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企業が外国人材を受入れることで人材不足を解消できるようにするためには、まず外国人に安心して働いて

もらえる環境を整えなければならない。外国人と企業の間で起きるトラブルを未然に防ぐとともに、トラブル

の根本的原因を解消するためには、外国人材の雇用について、企業が正しい知識を持つ必要がある。正しい法

令知識やノウハウを企業へ広めるため、グローバルライフサポートセンターと福岡市経営支援課が共働して

「外国人材受入れ支援事業」を進めることとなった。
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3. 共働事業の具体的な取組 

（図 再掲） 

 共働して事業を実施するにあたり、目的を「企業の人材不足解消」「外国人に安心して働いてもらえる環

境」と設定し、それを実現するために必要な企業の状況を目標に掲げることとした。 

 「企業の人材不足解消」のために、外国人材の受入れは有用な手段である。企業としては、外国人材受入れ

の実際の手続き等のノウハウを共有してもらうことで受入れに対する心理的障壁が解消され、外国人材の受入

れを積極的に検討できるようになると考えられる。 

また、企業が「外国人に安心して働いてもらえる環境」を実現することで、外国人材の離職・流出を防ぎ、

継続的な受入れが可能となる。そのためには最低限でも、「企業側が在留資格等について正しい知識を持って

いて、雇用に関するトラブルが起きない」という環境が整っていることが必要である。トラブルを防ぐため

に、日本で働く外国人に関する法令知識について、企業へ広める必要がある。 

これらの目的のための具体的な取組として、３年間の共働事業で「外国人材を受入れている、もしくは外国

人材の受入れを検討している企業を対象とした、在留資格や雇用の方法等に関するセミナー開催」、「セミナ

ーに登壇する企業担当者による実際の受入れ実績やノウハウに関する情報共有」、「セミナー受講者のアンケ

ートや関係機関へのヒアリングによる企業のニーズ調査」、最終的には「外国人材の雇用に関するロードマッ

プの作成・配布」を行う計画である。 
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4. 取組の進行計画 

 

３年間の事業進行計画は以下の通り。 

 

１年目（令和２年度） 

○ 調査・準備 

…グローバルライフサポートセンターで行った企業アンケートや関係機関へのヒアリングを基に企業の

ニーズを調査し、セミナーの内容を構築する。 

○ セミナー開催（基礎編２回、応用編１回 計３回） 

…企業のニーズに沿ったテーマに関するセミナーを、企業の知識レベルに応じて「基礎編」「応用編」

に分けて実施する。 

各セミナー後に受講者から回収したアンケート結果を分析し、結果や回答を踏まえて次回のセミナー

内容を検討する。 

KPI（成果指標）：セミナー受講者数 計160名 

 

２年目（令和３年度） 

○ セミナー開催（導入編、基礎編、応用編 各１回 計３回） 

…企業が外国人材の受入れを検討する際の材料となる基本的事項に絞った、初心者向けの「導入編」、

外国人材の雇用に関する基本的な手続きに関する「基礎編」、手続きについてある程度知識がある企

業向けにより深い内容を伝える「応用編」の３つに分けたセミナーを１回ずつ実施。 

各セミナー後に受講者からアンケートを回収し、結果を基に次回のセミナー内容を決定する。 

KPI（成果指標）：セミナー受講者数 計160名 

１年目

•調査

•企画

•セミナー実施

２年目

•調査

•企画

•セミナー実施

３年目

•ロードマップ
製作、発信
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３年目（令和４年度） 

○ 外国人材受入れを検討している企業へのヒアリング、相談対応 

…セミナーに参加した企業等へ個別ヒアリングを行い、様々な場面における相談に対応することで、企

業が実際に外国人材を受入れる際に直面する事例を収集する。 

○ ロードマップの作成 

…企業へのヒアリング調査・相談対応＋２年間のセミナー実施で蓄積した、外国人材の受入れに関する

よくある困りごと等の事例を基に、企業で活用しやすいロードマップを作成し、福岡市やグローバル

ライフサポートセンターのホームページ上で配布する。 

○ セミナー結果の発信 

…ロードマップの情報発信を主として、外国人材の受入れに関するノウハウをオンラインセミナーで広

く企業に共有・発信する。 

 

以降は、令和３年度に行った内容を中心に、具体的な取り組みの詳細を報告する。  
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2．令和３年度の取組について  

1. セミナー開催内容について 

令和２年度に実施したセミナーの反省点は、大きく以下の３点。 

・「基礎編」「応用編」の2本立てだけでは、全くの初心者には難しい内容だった。 

・セミナー当日に投影する資料を事前に配布しなかったため、事前配布を求める意見が多かった。 

・「応用編」では業種を絞ってセミナーを実施したため、他業種のニーズに応えきれなかった。 

そこで実行委員会では、令和３年度に以下の通りセミナーを実施する計画を策定した。 

セミナー受講対象（ターゲット）：現在外国人材を受入れている企業 

今後、外国人材の受入れを検討している企業 

※業種、個人・法人の別を問わない 

セミナー実施方法：オンライン（Zoomによる実施） 

第１回セミナー（導入編） 令和３年８月27日（金） 

第２回セミナー（基礎編） 令和３年11月26日（金） 

第３回セミナー（応用編） 令和４年２月18日（金） 
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（1）導入編 

（第１回セミナーの案内チラシ） 

   導入編（第１回）セミナーの内容は以下の通り。 

① 外国人雇用に必見！簡単に学べる入管法とは 

グローバルライフサポートセンター代表理事で実行委員会委員長の山下氏より情報提供。 

② 知っておきたい外国人が学ぶ日本語とは… 

グローバルライフサポートセンターの中川氏（日本語教師）より情報提供。 

③ トラブルになる前に！外国人のメンタルヘルスケア 

アムズ・メディカル・コンサルティング代表取締役社長伊藤氏（東京）に登壇していただ

き、外国人のメンタルヘルスケアについて情報提供。 
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（2）基礎編 

（第２回セミナーの案内チラシ） 

基礎編（第２回）セミナーの内容は以下の通り。 

① 企業の条件に合った在留資格とは 

グローバルライフサポートセンター代表理事で実行委員会の山下氏より情報提供。 

② トラブルになる前に！外国人のメンタルヘルスケア 

アムズ・メディカル・コンサルティング代表取締役社長伊藤氏（東京）に登壇していただ

き、外国人のメンタルヘルスケアについて情報提供。 

③ 知っておくと便利！職場で使える日本語指導とは… 

グローバルライフサポートセンターの中川氏（日本語教師）より情報提供。 

  



11 
 

（3）応用編 

（第３回セミナーのチラシ） 

応用編（第３回）セミナーの内容は以下の通り。 

① 外国人材に選ばれる企業になるために 

・自社にあった外国人材の選び方 

・特定技能の動向と展望について 

グローバルライフサポートセンター代表理事で実行委員会の山下氏より情報提供。 

② 外国人のメンタルヘルスケア 

アムズ・メディカル・コンサルティング代表取締役社長伊藤氏（東京）に登壇していただ

き、外国人のメンタルヘルスケアについて情報提供。 

③ 生活を豊かにする日本語指導とは 

グローバルライフサポートセンターの中川氏（日本語教師）より情報提供。  
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④ 入管庁における在留支援の取組について 

福岡出入国在留管理局（就労・永住審査部門 統括審査官）水本氏より、福岡出入国在留

管理局が設置している相談窓口やセンター等の支援取組について紹介して頂いた。 
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2. セミナー実績について 

（1）KPI（成果指標） 

目標値:セミナー受講者数 160名 

 

 受講者数 

第１回セミナー（８月27日） 61名 

第２回セミナー（11月26日） 53名 

第３回セミナー（２月18日） 43名 

総計 のべ157名 

（2）受講者のアンケート回答結果 

① アンケートの回収率 

受講者へ回答を依頼したアンケートの回収率は以下の通り。 

・第１回セミナー：40名/61名（65.6％） 

・第２回セミナー：28名/53名（52.8％） 

・第３回セミナー：25名/43名（58.1％） 

② 受講者の満足度（満足/やや満足/やや不満/不満/参加していないの５択で回答） 

・第１回セミナー 「満足」「やや満足」と回答した事業所 95％ 

・第２回セミナー 「満足」「やや満足」と回答した事業所 96.4％ 

・第３回セミナー 「満足」「やや満足」と回答した事業所 100％ 

   

項目別の評価は以下の通り。 
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（3）受講者の意見・要望等 

① セミナー内容に関する感想 

○とてもわかりやすく勉強になりました。ありがとうございました。/わかりやすい説明で2回目も参加して

知識を深めたいと感じました。ありがとうございました。/このようなセミナーに参加するのは初めてで、勉

強になりました。ありがとうございました。/とてもわかりやすく、大切で有効な情報満載でした。次回もぜ

ひお聴きしたいと思います。ありがとうございました。 

○外国人のメンタルヘルスを 邦人海外労働者の例からアプローチしていて、なるほどと思いました。/外国

人労働者や学生が抱える悩み・注意する点や対策について、改めて考える機会となりました。/メンタルヘル

スのお話も興味深いものでしたので、もう少しお聞きしたいと思いました。 

○知っているつもりでも理解不足な点が多々ありました。お送りいただくPPTの資料で再度学修し、講義等の

参考にさせていただきます。ありがとうございました。/在留について、勉強になりました。ありがとうござ

いました。/事例が具体的で分かりやすかった 

○日本語学校で教えているため、学校が管理してくれるので、知らなくてもそれほど困ることはありません

でした。今後就労者への日本語教育にもかかわっていきたいと思い、今回初めの一歩を踏み出してみまし

た。また時間もぜひ参加したいと思います。 

○弊社は建設業と清掃業の兼業ですが、委託業務などでの採用は、まだまだ先になると感じております。ハ

ードルとリスクが高いと思ってます。 
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② セミナー内容に関する要望 

△一時帰国について相談があった際の会社としての対応方法で他社さんの好事例などがあれば知りたいで

す。 

③ その他、個別相談等 

●コロナで帰国できずストレスがたまっている実習生に対する処し方について 

●日本で働かれている外国人の方は、具体的にどのような不満や不安をお持ちなのでしょうか。社内におい

てもコミュニケーションをとるよう意識したり、ヒアリング等を重ねていますが、言いにくいのではないか

と思います。また、文化の違いによるトラブル等の事例も併せて伺えればと思います。よろしくお願いいた

します。 

●登録支援機関を紹介してほしい。 



16 
 

3．まとめ・次年度に向けた課題と対策  

1. 継続実施に向けた課題と方針 

（1）事業目的を踏まえた本事業の課題 

共働事業を令和４年度も継続実施するにあたり、以下のような課題が挙げられる。 
 

① 人材不足の企業が積極的に外国人材の受入れを検討できていないように思われる。引き

続き、選択肢の一つとして外国人材の受入れを企業へ提示する必要性がある。 

② 新型コロナウイルス感染症の対応策（入国規制）により、「予定通り帰国できない」

「入国できない等の新たな雇用トラブルが発生している。企業が外国人材の雇用・在留

資格等について正しい法令知識やノウハウを持ち、トラブルを未然に防げるようになる

必要がある。 

 

（2）課題に対する今後の方針 

① 現在、新型コロナウイルス感染症の影響により外国人材の入国者数は減少傾向にある。

そのため外国人材の受入れについて「今考える必要はない」と思われがちであるがそう

ではなく、数年後、新型コロナウイルス感染症が収束したとしても、深刻な少子化がす

すむ日本国内において、外国人材を含む労働力の確保が必要な状況は変わらないだろう。

また、経済維持のための労働力としてだけでなく、優秀な外国人材を確保することで、福

岡市全体が国際的な競争力や多様性を持つ都市になれるよう、今後も取り組んでいく。 

人材確保の選択肢の一つとして、企業へ外国人材に関する情報提供を継続して行う。 

法改正が行われた当初の時点では、企業側の受入れ体制が整わない状態で外国人材を受入

れることが問題であったが、これから受入れを検討する企業では、「今後準備をする時間

が設けられた」と捉え、「特定技能」新制度の理解や職場環境の整備などについて、最新

情報の提供や、改善策を提案していく。 

また、令和４年度はセミナーの成果物として外国人材雇用から育成までの「ロードマッ

プ」を作成して公開し、共有財産とすることを目指す。 
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② グローバルライフサポートセンターへの相談事業の中で「もっと早く相談していれば深刻

化する前に対処できたであろう」という事例が多い。原因は大きく２つあり、１つは「企

業や対応にあたった担当者の法令理解が不十分だったため、結果として違反・犯罪行為に

なってしまうパターン」、もう１つは「企業の法令知識等の客観的な判断材料が不足して

いるためブローカーの善し悪しについて見極めができず、悪質ブローカーなどに騙されて

しまうパターン」である。いずれも事前に正しい知識と判断基準、もしくは適切な相談先

があれば、このような問題は回避できたのではないだろうか。セミナーの実施やノウハウ

の共有を行うことで、引き続き、正しい法令知識について広めていく。 

 

2. アンケート回答を踏まえた、次年度の改善策 
 

（1）受講者の知識レベルに合わせたロードマップの構成 

令和３年度に新たに開催した導入編のセミナーは「分かりやすかった」と総じて好評であ

った。次年度は企業で使いやすいロードマップを作成する予定だが、受講者の知識レベル

を踏まえ、事前知識のない状態でも活用できるものの作成を目指す。 

（2）関係機関の活用・連携 

次年度に作成するロードマップでは、令和３年度応用編セミナーに登壇いただいた福岡出

入国在留管理庁をはじめとした関係機関の取組やガイドブックを活用し、そこに繋げられ

るようなものを目指す。 

（3）アンケート回収率の向上 

前年度の反省を踏まえ、セミナーの開催後間を空けずに受講者へアンケートの回答を依頼

するようにし、期限までに回答した場合は無料で相談できる旨をアナウンスしたが、回収

率は５～６割前後に留まった。 

業務が多忙で回答を忘れたり、複数人で受講した後、誰が回答するか宙ぶらりんになって

いたりすることが考えられ、回答数は改善しにくいのではないかと考えられる。 

第２回セミナー以降、回答者へのメリットとして、無料相談のみではなく今後の情報発信

を希望するかどうかを設問に加え、経営支援課の事業案内やNPOの案内に繋げられるよう

工夫した。これについては次年度の情報提供セミナーにおいても引き続き行っていく。 
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